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ఊု࢕อഩでؾ൱する΃ιρとłŊ画௨ٜଢ଼をழ͙ࣣわ̵る̭とで、ഩ࡙や通૞環境̦整̽̀い̈́い

౶で̧るΏΑΞムです。୓গ画を用いたłŊٜଢ଼により、જഩႁ・೩通࠿ષၠ໐で͜ാ୞ၠをু൲ၠࠌ

૞ၾでの׋用を実現し、ڞ׿地からാ୞ၠのอ୆ેޙを把握し࠙٦฻౯や੝൲చ؊を঑׳します。
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近年、気候変動のࢨ᪪によりޅ地的なᨼɶᝍ雨が増

え、ଐஜӲ地で土ჿ໎ܹの発ဃ件数が増加しています。

なかでも土ჽ流は、ɟ度発ဃすると下流域にကٻなᘮ

ܹをもたらすため、早期に検ჷし確ܱにᜩ়情報をˡᢋ

することが᣻要です。

・ஹは、土ჽ流の検ჷには、ὁイἶーἍンἇーやਰ動ࢼ

ᘔએἍンἇーといẾたཋྸἍンἇーが࠼く利用されてき

ました。しかし、これらは作動後にϐ設ፗやϐ設定が࣏

要となるئӳが多く、ዜ持ሥྸに৖間やἅἋἚがかかるໜ

が課題としてਦઇされていました。

こうしたᏑ୎を៊まえ、ஜ取り組Ớでは、᩼੗ᚑでቇତ

に設ፗできるỽメἻとᵟᵧဒ΂解析にბႸし、省ᩓщ環境

でもᢃ用できる᩺ഥဒとᵟᵧဒ΂ϼྸを組ỚӳỪẶた土

ჽ流検ჷシἋἘἲを開発しました。ஜᆜでは、そのˁ組

Ớと特ࣉにếいてắ紹介します。

ാ୞ၠ࠿౶ΏΑΞθのॽழ͙

土ჽ流検ჷシἋἘἲは、ᨗٽή発ᩓでᆙ΁するỽメἻ

がฒ流やჿ᧸ءؤの状況を᩺ഥဒとしてજࢨし、ઃ࠘ᩓ

ᛅ回線(LTᵣ)を利用してἁἻỸἛἇーἢへᡛ̮して解析・Ⴓ

ᙻするˁ組Ớです(図1)。

土ჽ流が発ဃしやすい上流域はՠ用ᩓเがૢͳされ

ていないことが多く、ᨗٽήἣ἟ルとᔛᩓ൷を組ỚӳỪẶ

ることで、ᩓเ確̬がᩊしいޛ間部でもዒ続的なႳᙻが

可能となります。また、ٸ間時にはༀଢをᐯ動ໜ໊さẶる

ことでٸ間のᙻ認ࣱを確̬できます。

ỽメἻは1分間ᨠでẐજࢨẑとẐᡛ̮ẑが可能となるೞ能を

ͳえることでෞᝲᩓщをஇݱᨂに৮えます。ᡛ̮された᩺

ഥဒはἁἻỸἛシἋἘἲ上でᵟᵧによるဒ΂解析がᘍỪれ、

土ჽ流の発ဃ有無がჺ時間かếᐯ動でЙ定されます。

᩺ഥဒ΂はデータܾ量が᠉いため、通̮ᡮ度がᨂられた

環境下でもܤ定してᡛ̮でき、解析結果はᵮᵡやἋἰーἚἧ

ỻンへұࡈに通ჷされます。土ჽ流が検ჷされたᨥには、

発ဃ時Цと現地ဒ΂をชえたỴἻーἚメールがᡛ˄され、

᧙̞ᎍが状況をұࡈに把握し、ᜩ়等ЙૺやИ動対応

がܱ଀できるようૅੲします。

※本業務は、国土交通省۾൐地方整備局ີআ川गཡ事務所からの委託で実施しました。
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図3 ࠝ࠯時およỎ土ჽ流発ဃ時におけるᵟᵧἍἂメンἘーシἹン解析結果の比較

図2 ᵟᵧによるἍἂメンἘーシἹンのλ出щイメージ
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※1 ဒ΂内のἦἁἍルを、それが˴でẝるか(ʴ、៻、ᆰ等)のỽἘἆἼ
Кに分᫏する২ᘐです。

※2 ᧤値は、ฒ流ắとのỽメἻሖ৑に応ẳて設定することができます。

夜間時

平常時

夜間時

河川： 陸： 森林： その他：土砂を伴う河川領域(土石流領域)の増大量に基づき異常を検知

ᵹᜓᠴᵻ

ஜシἋἘἲの精度向上にẝたり、ܱᚰἧỵールἛやӲᆔဒ΂データのắ

੩̓ならỎにắяᚕを᪬্いたしました、国土交通省᧙ி地૾ૢͳޅ

݈ٟ川ჿ᧸事Ѧ৑のႏ様に、࣎よりज़ᜓဎし上ậます。

୓গْłŊٜଢ଼を用̞たാ୞ၠ࠿౶਀༹

ஜシἋἘἲでは、᩺ഥဒをもとに土ჽ流の発ဃ状況を

把握するために、ဒ΂内のӲ᪸域が˴を示しているのか

をЙКするẐἍἰンἘỵッἁἍἂメンἘーシἹン৖ඥ※1ẑを੔

用しています。ฒ流やჿ᧸ءؤをજࢨしたỽメἻဒ΂を用

いてೞ఺ܖ፼をᘍい、土ჽ流を検ჷすることに特化した

解析モデルをನሰしています(図2)。

解析モデルでは、ဒ΂内の᪸域をẐ河川ẑẐᨕ地ẑẐౕ

௎ẑẐその˂ẑのᾃᆔ᫏に分᫏できるようになり、土ჽ流発

ဃ時におけるӲ᪸域の変化量を定量的に算定することが

可能となりました(図3)。土ჽ流検ჷのЙ定は、ࠝ࠯時の

Ẑ河川ẑ᪸域の数値をؕแとして設定し、ီࠝ時のẐ河川ẑ

᪸域の増加量がɟ定の᧤値※2をឬᢅしたᨥに土ჽ流発

ဃとして検ჷするˁ組Ớとしています。

おわりに

ή発ᩓによりᆙ΁するỽメἻとᵟᵧによるဒ΂認ᜤ২ᨗٽ

ᘐを組ỚӳỪẶたஜシἋἘἲは、ᩓเや通̮環境がૢẾ

ていないฒ流等の上流部でもݰλが可能となり、省ᩓщ

でܤ定したႳᙻをܱ現することができます。ஜシἋἘἲの

ような᩼੗ᚑ׹のˁ組Ớにより、これまでの現ئに設ፗす

るࢼஹ૾ࡸのཋྸἍンἇーではᩊしい状況下でも、土ჽ

流の発ဃ状況をቇҥかếᡆᡮにႳᙻ・把握することが可

能となります。

今後は、ဒ΂認ᜤ精度のさらなる向上や、多様なᐯ໱

環境下でのܤ定ᆙ΁に向けたોᑣを進めることで、よりࢍ

。していくことをႸਦしていますޒな᧸໎シἋἘἲへ発׍

新たな取り組み




